
2010/10/29

1

学会誌 機 ポジ 協学会誌と機関リポジトリの協同:
大学図書館による出版の再生

村上祐子（東北大学理学研究科）・
神崎宣次（京都大学文学研究科）神崎宣次（京都大学文学研究科）・
大西賢人（京都大学附属図書館）

大学図書館に対するメッセージ

• 学会ニーズはどこにあるのか

ポジ• 機関リポジトリからみたメリット

• 図書館と学会の連携の将来像
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学協会について補足

大学会

会員数 数 人

中小学会

会員数 数十人 数千人

普通SPARC Japan
にいる学会 普通の人文系学会

• 会員数：数万人～

• 企業：スポンサー・企業研
究者も会員

• 法人格：財団・社団・NPO等

• 資格認定したりもする

• 高校生・一般などアウトリー

• 会員数：数十人～数千人

• ほぼ大学関係者、企業会員はほ
とんどいない

• 学会役員・大学院生が事務兼任
（ほとんど無償）

• 任意団体

– 日本学術会議認定を受けていな• 高校生 般などアウトリ
チにも配慮

• 専任職員

いケースも少なくない

• 学会連合による協同

– 日本学術会議は学会連合も認
定団体とみなす

応用哲学会

• 本会は、哲学と他の学問分野にまたがる学
際的研究 現代社会の諸課題に深く関わる際的研究、現代社会の諸課題に深く関わる
研究を中心にすえつつ、それらの研究活動を
支える現代哲学の基礎的な研究をも包摂す
る、広義の応用哲学の確立と発展を目指す。
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大会の模様

• ○応用哲学会第一回研究大会 ‐京都大学
htt // k thttp://www.kyoto‐
u.ac.jp/ja/news_data/h/h1/news4/2009/0904
26_1.htm
○公開シンポジウム「これが応用哲学
だ！」講演ビデオ ‐京都大学OCW
http://ocw.kyoto‐u.ac.jp/opencourse‐
1/copy_of_04/090426‐10

応用哲学会設立の経緯

• 発足準備委員会

• 設立集会 2008年9月7日(日)名古屋

• 大会：

– 第1回大会： 2009年4月25日（土）26日（日）京都

– 第2回大会： 2010年4月24日（土）25日（日）札幌

第3回大会（予定）： 2011年4月23日（土）24日– 第3回大会（予定）： 2011年4月23日（土）24日
（日）千葉

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/news_data/h/h1/news4/2009/090426_1.htm
http://ocw.kyoto-u.ac.jp/opencourse-1/copy_of_04/090426-10
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学会運営の基本方針

• 既存学会運営への反省を踏まえて

• 役員：理事・監事
– 定年制

– 学生会員枠理事

– 任期更新制限

学会解散手続明記

学会運営の実務から
徒弟制を排除

• 学会解散手続明記

• オンラインサービス重視
– 国際性、オープンアクセス

情報倫理関係者が設
立準備時から「OA当
然」を提唱、他の選択

肢はなかった

学会解散手続

解散

条第二十条

本会の解散には、理事の過半数ないしは、特
別会員を除く会員の十分の一以上の提案に
より、第十五条第3項にかかわらず、総会出

席会員の三分の二以上の賛成を得なければ席会員の三分の二以上の賛成を得なければ
ならない。
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編集委員会

• 編集委員長

学生会員を編集委員 必ず含む– 学生会員を編集委員に必ず含む

• 査読依頼・管理のOJSによる支援

現行投稿規程から

１２．著作権

会誌掲載論 著作権 著者 ますが当会誌掲載論文の著作権は著者に帰属しますが、
著者は当学会に対し包括的に当該論文の利用
を許諾するものとします。したがって、著者の意
思に基づき自由に二次利用が可能ですが、初出
の掲載URLを含む書誌事項を表示していただくよ

う ます ま 著者 あ 著うお願いいたします。また著者はあらかじめ、著
者が被相続者となった場合に当学会に当該論
文の著作権を贈与することとします。
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下地

• 京都大学発行電子ジャーナル (E‐Journals published 
by Kyoto University on KURENAI)

在約 誌 上 京大発行 学術雑誌を提供‐現在約90誌以上の京大発行の学術雑誌を提供

• 哲学研究室では以下2誌をリポジトリへ
– 哲学論叢（電子化2007‐）
– Prospectus（電子化2008‐）

• 倫理学研究室はもともと情報倫理プロジェクトに関わ
著作権 も 家 あ

究 情報 関わ
り、著作権関係にも一家言あり

• 科学哲学科学史研究室も紀要をリポジトリ（電子化
2008‐）

哲学研究室側のページ

この下に目次が続く
http://www.bun.kyoto‐u.ac.jp/phil/ronso.htm

http://www.bun.kyoto-u.ac.jp/phil/ronso.htm
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哲学研究室側のページ

http://www.bun.kyoto‐u.ac.jp/phil/prospectus/index.html

科学哲学科学史研究室側のページ

http://www.bun.kyoto-u.ac.jp/phil/prospectus/index.html
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リポジトリだけではできなかったこと

• 研究室サイドで「電子ジャーナル」を装うこと
も可能だ たはず （オ バ レイ ジ ナも可能だったはず （オーバーレイ・ジャーナ
ル）だがしなかった

オーバーレイジャーナル「公共研究」
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学会サイドから見て気になる点

• 学会事務局の移転可能性
規約に事務局の2年ごとの移転– 規約に事務局の2年ごとの移転

• 業務切分：インフラは自前では持てない

• 電子ファイルの閲覧可能性と将来的な可読性の
確保：必要ならファイル形式変更検討

• 電子のみジャーナル
サ ビス向上– サービス向上

• 論文字数制限の大幅緩和

• 柔軟な投稿時期・出版時期

– 品質保証

経費削減と徒弟制廃止

• 神崎「電子出版のメリットの一つは経費削減
にあるが 学会運営全体を考えた場合 単ににあるが、学会運営全体を考えた場合、単に
削減すればよいのではなく、これまで学生が
影で無給でやってた仕事を学会として認識し、
きちんと対価を支払うことの方が重要。」

– 実際には無給から「若干の謝金」へ

– 発送作業はなくなったが、事務局の会員管理負
担・編集委員会の査読負担は原理的に減らない
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図書館サイドの背景：2007年秋

京都大学に関係のある学会誌等のリポジトリへの電子化・登
録を働きかけをおこないたい
→リポジトリ発信電子ジ ナルとしてアピ ルができる→リポジトリ発信電子ジャーナルとしてアピールができる

紙で先に出来上がった紀要類を後でPDFでもらうというスタ
イルではなく，もともと電子で作り発行（現在の大手の電子
ジャーナル出版と同じ手法）それをプラットフォームとして
支える，というスタイルを取ることによって，リポジトリは保
存庫としてだけでなく，より深く出版プロセスに関与できる
ことになることになる

ちょうど早稲田大学ではOJSを実験していた。日本語化も。
学内紀要の図書館による電子出版を狙っていた。
http://www.wul.waseda.ac.jp/ir/epubs/

京大図書館の記事
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神崎インタビュー

Q:応用哲学会について教えてください。

A:応用哲学会は2008年9月に設立された若い学
会です。工学や環境科学や医学や社会科学な
どの他領域の研究者や実務家と哲学研究者と
の間での協働的な研究の場をつくる、というのが
設立の目的です。今のところ会員数は200人に
少し足りないというところです。関心を持っていた
だ 方 学会だけた方は学会のサイ
ト http://wwwsoc.nii.ac.jp/jacap/index.htmlをご
覧ください。

神崎インタビュー

• Q: "Contemporary and Applied Philosophy"について教えてください。

A: Contemporary and Applied Philosophy (以下A: Contemporary and Applied Philosophy (以下
CAP,  http://wwwsoc.nii.ac.jp/jacap/index.html ) は応用哲学会の
学会誌です。最初から電子ジャーナルとして企画され、紙媒体で
は発行されていません。この雑誌では常時投稿を受けつけており、
投稿された論文はすぐに査読に回されます。査読を通った論文は
編集作業が終了したものから順次公開されます。ですので CAP は
年に一号なのですが、各号に掲載される論文の掲載日はそれぞ
れ異なるので、個々の論文にそれぞれの掲載日を記載しています。
とにかくいい論文が書けたらいつでも送ってきてというのが、この

基 も
論 書 送 う 、

雑誌の一番基本的なスタンスと言ってもいいと思います。
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神崎インタビュー
• Q: 今回、OJSを使ってジャーナルを創刊されたねらいは何でしょうか？

A: 発刊に合わせて投稿期間を限定する必要がないこと以外にも、電子

ジャーナルの利点はいくつかあります。文字通り紙幅というものが存在し
ないので論文の字数制限を大幅に緩和できますし、印刷や配布にかか
る経費を削減することによって会員が支払う学会費を下げることもできま
す。また、特別号や特集号などを出すのも比較的容易だという点も、学会
として活発に活動していくためには利点となるでしょう。これらは電子
ジャーナル一般の利点ですがそれとは別に OJS 固有の長所として、1) 編
集者と投稿者あるいは査読者との間のメールでの連絡が記録される、2) 
査読者に対するリマインダ機能 3)論文の採択率や登録読者数などに査読者に対するリマインダ機能、3) 論文の採択率や登録読者数などに
ついての統計機能、4) 各論文は PDF 等の普通のファイルとして公刊され

るので、いざという場合には他のシステムへの移行が可能、などを挙げ
ることができます。

神崎インタビュー

ただ、応用哲学会として採用したのは OJS 単独というより
も 実際には「京大図書館のインフラ OJS です 学会のも、実際には「京大図書館のインフラ + OJS」です。学会の
設立準備をしている段階で図書館から OJS で学会誌を出
さないかという御提案があり、データのバックアップ体制な
どについても説明していただきました。京大図書館から提
供していただいている品質のネット回線やバックアップ体
制は、われわれの学会の財政規模では自前で用意できま
せん。掲載された論文へのアクセスと論文データの保存を
高い品質で保証することは 学会が会員および公共に対高い品質で保証することは、学会が会員および公共に対
して提供すべき基本的なサービスの一つだと思います。京
大図書館がホステイングする OJS システムを採用すること
によってそのサービスが可能になるというのが、私を含め
た応用哲学会設立準備委員会の判断だったわけです。
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図書館サイドの広報

• 京都大学図書館機構では、KURENAI事業の

環として ジ ナル出版を支援していま一環として、ジャーナル出版を支援していま
す。新しい学術雑誌を電子ジャーナルで発行
したい、現在冊子体で発行している学術雑誌
をオンラインで編集したい、という学内学会/
研究室等がありましたら、附属図書館電子情
報掛までご連絡ください。
http://edb.kulib.kyoto‐
u.ac.jp/kurir/contact.html

最新刊：第2巻

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/kurir/contact.html
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現在の学会サイドの問題

• 品質保証

ジ• 学会ホームページをどこに置くか

• サービス強化：誰がいつどこで？財源？

– 学会コモンズ構想

• Facebook/mixi？

セミナー等のtwitter中継– セミナ 等のtwitter中継


